
圧力配管用炭素鋼鋼管/配管用炭素鋼鋼管

配管用鋼管

JIS G 3454 STPG
JIS G 3452 SGP



の

JIS G 3454

　　　　　の圧力配管用炭素鋼鋼管は高周波電気抵抗溶接方式により製造します。15A～50A
の範囲の各スケジュールの管は、指定によりストレッチレデューサによる熱間仕上げを行います。
熱間仕上げ鋼管は内面ビードがなく、また溶接部、母材の内部組織も均一であります。

寸法、重量及び寸法の許容差

マーキング

－S QA0507024   STPG370  ‐E‐G   100A×Sch80   '18

（2）製造工場（Sは堺工場）
（6）製造方法…電気抵抗溶接鋼管は‐E‐Ｇ（熱間仕上げ鋼管は‐E‐H）

（1）当 社 略 号
（5）種類の記号

（3）JISマーク

■ＳＴＰＧの表示例

呼 び 径
外径の許容差 厚さの許容差 重量（kg/m）厚 さ（mm）外 径（mm） 水 圧 試 験 下 限 圧 力スケジュール
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◎管の長さは5.5mを標準とします。
　ご要望に応じて4mも製造できます。但し事前にご相談ください。
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（1） （2）（3） （4） （5） （6） （7） （8） （9）

（4）認証番号（QA0507024は堺工場）
（7）管の呼び径 （8）スケジュール番号 （9）製 造 年



寸法、重量及び寸法の許容差

マーキング

規　　　格

■ＳGＰの表示例

備考　1） 曲げ試験は、指定のある場合、へん平試験に替えて行う。
　　　2） 厚さ8mm未満の管で、12号試験片又は5号試験片を用いて引張試験を行う場合には、伸びの最小値は、厚さ1mm減じるごとに上表の伸びの値から1.5%を減じたものを、JIS Z 8401（数値の丸め方）により整数値に丸める。
　　　※ 又は非破壊検査による。

JIS
規格番号

種　　類

呼 び 径 外 径 の 許 容 差
外 径（mm） 厚 さ（mm） 厚さの許容差1） ソケットを含まない

重量（kg/m）A テーパねじを切る管 それ以外の管B

圧力配管用
炭素鋼鋼管

STPG３７０ ０.２５
以下

０.３０
以下

０.０４０
以下

０.０４０
以下

̶

０.３５
以下

０.０４０
以下

０.０４０
以下

０.０４０
以下

０.０４０
以下 ３７０以上

４１０以上

２９０以上

３０以上

２.５

２５以上

３０以上

２５以上

２０以上

２５以上

２１５以上

２４５以上

̶

０.３５
以下

̶ ̶

STPG４１０

黒管

白管

黒管

白管

SGP
配管用
炭素鋼鋼管

化 学 成 分 ％ 引 張 試 験

伸び
2）
％ 曲げ試験

1）
へん平試験

亜鉛めっき
均一性試験

水 圧 試 験
下 限 圧 力
MPa
※

１１号試験片
１２号試験片
管軸方向

引張強さ
N/mm2

降伏点
又は耐力
N/mm2

５号試験片
管軸直角方向

区分
種類
の
記号 C Si Mn P S

G3454

G3452

０.３０

０.９０
〜

０.３０

１.００
〜

４０A以下の管に適
用し管の外径の６倍
の内側半径で９０゚曲
げ、割れなきこと。

５０A以下の黒管に
適用し管の外径の６
倍の内側半径で９０゚
曲げ、割れなきこと。

黒管は管の外径の
２/３の高さまで圧
縮し、割れなきこと。

均一性試験の
浸漬回数：５
終止点に達し
ないこと

均一性試験の
浸漬回数：５
終止点に達し
ないこと

次のへん平高さＨまで圧
縮しても、割れなきこと。
溶接部には　H＝２/３D
溶接部外にはH＝１/３D （　　　　 ）

JIS G 3452

　　　　　 の配管用炭素鋼鋼管は、高周波電気抵抗溶接方式により製造します。15A～50Aの範
囲は指定によりストレッチレデューサによる熱間仕上げを行います。熱間仕上げ鋼管は内面ビードが
無く、また溶接部、母材の内部組織も均一であります。
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 1.68
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 3.89
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 8.79
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◎管の長さは5.5mを標準とします。
　ご要望に応じて4mも製造できます。但し事前にご相談ください。

備考 1） 厚さの許容差はJIS Z8401の規則Aによって小数点以下1桁に丸めた値とする。
※当サイズについては事前にご相談ください。
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※

スケジュール
番号ごとの水
圧試験圧力は
寸法表に記載
します。

（2）製造工場（Sは堺工場）

（6）製造方法…電気抵抗溶接鋼管は‐E‐Ｇ（熱間仕上げ鋼管は‐E‐H）
（8）製 造 年

（1）当 社 略 号
（4）認証番号（QA0507024は堺工場）
（5）種類の記号
（7）管の呼び径

（3）JISマーク

の

－S QA0507024  SGP ‐E‐G  65A  '18

（1） （2）（3） （4） （5） （6） （8）（7）



お客様へのご注意とお願い

代理店

●本資料は、一般的な情報の提供を目的とするもので、設計用のマニュアルではありません。●本資料は、細心の注意のもとに作成されてはおりますが、その内容は必ずしも保証を意味するものではありません。●本資料記載
の製品は、使用目的や条件等によっては記載した内容と異なる性能や性質を示すことがあります。●本資料記載の技術情報を誤って使用したこと等により発生した損害につきましては、責任を負いかねます。●商品の仕様や
外観が予告なしに変更される場合がありますので、最新の内容については弊社にお問合せください。
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